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研究成果の概要（和文）：若草文庫と秋元ジュニアシリーズはロールモデルを求める少女の読書の牽引役となった。村
岡花子は翻訳家として性を排除した少女小説のジャンルを確立した。表紙買いが多く、読者層は中学生から社会人まで
幅広く男子の愛読者もいた。少女探偵ものと孤児が主人公の家庭小説は現在まで読み継がれている。洋画の原作や中流
階級の娘が主人公の学園ロマンスが主流だった。経験者の留学アドバイスも掲載され、若い読者のアメリカ志向を助長
した。だがデートやソロリティなどのアメリカの学園文化はなじみにくく、卒業舞踏会のドレスに頭を悩ませるような
消費主義は当時の日本の生活レベルとは隔たりがあり過ぎた。

研究成果の概要（英文）：In the 1950s Wakakusa-Bunko and Akimoto Junior Series provided guidelines for 
Japanese girls seeking for a role model. Most of the readers were tempted to buy the books by the cover 
design. The age range of the readers was wide enough to include junior high school students and working 
adults and even males. Domestic novels are in print as ever.　Hanako Muraoka as the translator 
established a genre of girls’ fiction which is asexual. The popular titles were screen plays and high 
school romances of which heroines were middle-class girls. Some valuable suggestions by a senior who had 
returned from study in America appeared in the newsletter of the book to encourage the longing for 
studying abroad among the young. But the American school culture of clubs and dating were unfamiliar and 
the consumerism involved in worrying about a dress for proms was too far removed from the quality of life 
in Japan at the time.

研究分野：英語圏文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
現代の若者の読書離れ、英語力の低下に加え
文部科学省の海外留学倍増計画にもかかわ
らず、海外留学者は減少し、内向き志向が問
題視されている。特に昭和 30 年代には北米
の翻訳小説がよく読まれ、海外志向も英語学
習熱も強く、文学部英文科の人気もあった。
当時の留学ブームを支えたのは何だったの
か、時代を席巻し、若者文化をリードした秋
元ジュニア・シリーズの存在を知り、筆者は
海外少女小説紹介の先駆的存在であった村
岡花子の業績を中心に、本がもたらす外向き
志向の仕掛けについて考察することにした。 
 
２．研究の目的 
若者の海外志向を育み、英文科志向の下地と
なりえたのが戦後の翻訳小説であり、外国映
画ではなかったか。本研究ではこの仮説を実
証するために、秋元書房ジュニア・シリーズ
を中心とした絶版図書と今なお読み継がれ
ている図書を検証し、昭和 30 年代の少女向
け翻訳小説の受容のありかたを調べ、出版文
化の少女への影響力をみることを目的とす
る。さらに商業主義の出版社にも学校関係者
にも読書と教育の相関性の再認識を期待す
る。 
 
３．研究の方法 
（１）戦前、戦後の少女雑誌に扱われた翻訳
小説を収集する。特に村岡花子の翻訳活動に
焦点をあてていく。 
（２）秋元書房ジュニア・シリーズの外国翻
訳小説とその原書を可能な限り入手し、その
読者の意見、感想を「友の会」の頁から採集
し、人気作品の理由や年代層を分析する。 
（３）読者の意見、出版者への要望から時代
の集団的メンタリティを抽出する。同シリー
ズに対する教育機関や世間の評価、編集部が
「友の会」で提供したさまざまな企画に対す
る反響を当時の他の新聞雑誌などの記録で
調べる。さらに出版事業を超えて、化粧品会
社や映画配給会社と協働もした秋元書房ジ
ュニア・シリーズの少女文化への影響力の大
きさを探る。 
④村岡花子の没後、秋元書房ジュニア・シリ
ーズに多く含まれていく日本人作家による
ジュニア小説の読者の変化を調べる。同シリ
ーズ刊行終了後の他の出版社の少女向け図
書の動向も調べる。 
 
４．研究成果 
秋元ジュニア・シリーズを主とした古本を
古書店、オークションで約 150 冊収集し、戦
後の少女小説の出版事情について調べた。三
笠書房社長の竹内道之助が洋画の原作の翻
訳を出版していた。『風と共に去りぬ』でベ
ストセラーになり、フランス映画の「うたか
たの恋」、「ぼくの伯父さん」、ドイツ映画の
「制服の処女」、アメリカ映画の「緑の館」「メ
イム叔母さん」などが少女向けの「若草文庫」

シリーズとなった。 
 
（１）村岡花子の業績 
村岡花子は戦前からアメリカのオルコッ
トやエレナ・ポーターなどの少女小説を翻訳
していた。戦争で帰国する宣教師から託され
た「グリーン・ゲイブルズのアン」（『赤毛の
アン』）の翻訳は戦後、「若草文庫」で日の目
を見る。村岡は多感な少女時代カナダのメソ
ジスト派の東洋英和女学校の寄宿舎で宣教
師たちの西洋の生活習慣にじかにふれ、先駆
的な英語教育を受けていたので、少女小説の
翻訳にその国際感覚と語学力が発揮された。
また同窓の柳原白蓮や片山廣子との交友で
日本語のセンス、日本文学の素養も陶冶され
たようである。 
村岡花子は秋元書房友の会・伊勢丹共催の
「ジュニアおしゃれ教室」講演で、日本の出
版界において、児童文学を卒業した年代の少
女が読む本のジャンルが手薄であることを
問題視し、読者から寄せられる手紙に訴えら
れている大人の愛欲を描いた本への抵抗感
が理解できると述べている。村岡花子が秋元
ジュニア・シリ－ズに託した意義はまさしく
ここにあるといえる。 
 
（２）映画の力と友の会 
三笠書房常務営業部長だった秋元一仁が
独立して秋元書房を起業し、「若草文庫」と
同じ体裁で 1959 年から主に戦後のアメリカ
の少女小説と欧米の映画化作品を月2回発行
した。フランス映画「お嬢さんおてやわらか
に」、「恋の手ほどき」、ドイツ映画「朝な夕
なに」、「大人になりたい」、「めざめ」、「いつ
か来た道」、イタリア映画の「芽ばえ」、「三
月生まれ」、「みんなが恋してる」、「南十字星
の下」の原作映画が公開され、友の会で試写
会招待があった。だが原作がヨーロッパでも
『若い娘アリアーヌ』や『恋の手ほどき』の
ように映画はアメリカ製作のものが多い。
『若い娘アリアーヌ』はフランスでベストセ
ラーになった原作で処女性を保ちつつ売春
婦のような男性遍歴を重ねる女子大生のア
プレ・ゲールである。読者からは巻末の「友
の会」サロンのページに「私たちには刺激が
強すぎます。どうしてこういう本を出すので
すか」と怒りの投書があった。『激流』と『霧
の晴れ間に』と共に装丁がシニア向けとして
差別化されてある。だが映画は「昼下がりの
情事」という煽情的タイトルで日本公開され
たにもかかわらず、オードリー・ヘップバー
ン演じるアリアーヌは後述するナンシー・ド
ルーのような知的で清純なキャラクターに
変容していた。奔放なフランス製のヒロイン
はアメリカ版ではグッド・ガールになるので
ある。秋元ジュニア・シリーズの「友の会」
で試写会の様子は、「サロン」でも紹介され
ヒロインの髪型やスカーフの巻き方が流行
した。 
『制服の処女』は秋元ジュニア・シリーズ



ではリメイク版のロミー・シュナイダー主演
の映画のスティールが表紙となり、試写会招
待があった。母親の世代がレオンティーネ・
ザガン監督の 1931 年版映画を見ていたせい
もあるらしく、応募が殺到し、反響が相当大
きかった。 
新潮社も若草文庫に体裁を似せた若い娘
が主人公のシリーズを 1958 年前後に出して
いた。これについては秋元ジュニア・シリー
ズの「友の会」の頁に苦情が寄せられていた。 
「友の会」サロンの頁は文通希望コーナーも
掲載されるようになった。男子の愛読者も少
なからずいて、購入するにも貸本屋で借りる
にも勇気が要ったらしい。（菊池仁『ぼくら
の時代には貸本屋があった』新人物往来社）
「友の会」サロンに掲載された読者の反響と
いうのはさながら現代のソーシャルネット
ワークに劣らずプロンプトでリアルであっ
たといえる。 
 
（３）白人中流階級中心主義    
アメリカは自由と平等の国というイメー
ジとはうらはらに歴然とした階級社会であ
る。秋元ジュニア・シリーズの作品は白人中
産階級がほとんどなのに、階級格差を意識さ
せる『ブルックリン横町』のような貧しいア
イルランド系移民を描いた作品は珍しい。下
層階級への転落が描かれているのは、「乙女
よ嘆くな」のタイトルで戦前から公開されて
いたブース・ターキントンの『孤独のアリス』
である。 
 
（４）表紙買い 
秋元ジュニア・シリーズの海外作品はほと
んど翻訳独占権をとっている。新潮文庫と角
川文庫からも若草文庫と同タイトルの廉価
版が出ていた。それでも秋元ジュニア・シリ
ーズを買う理由はその表紙にあったといえ
る。「友の会」サロンでは「一番すばらしか
った本」とともに「表紙の一番きれいな本」
のベスト・テンのランキングが掲載されてい
た。本には切手のいらない愛読者アンケート
のはがきが添付され、そのまま投票用紙にな
っていたのだが、「本書の内容、装丁其の他
についての感想ならびにご希望」を書く欄が
小さいとはいえ、ほとんどの投書が装丁への
礼賛に終始しているのは、外国小説の内容が
未消化であったということではないだろう
か。表紙はアメリカのハイティーン向きの雑
誌「セブンティーン」などからカットをとっ
たらしいが、読者に大変好評であった。この
現象は 2015 年終戦 70年を記念して文化服装
学園博物館（新宿）で「衣服が語る戦争」と
いう展示があり、終戦後のファッション誌の
復刊ラッシュ、ドレスメーカー学校のブーム
などに、日本女性の洋装への渇望がみてとれ
て腑に落ちた。 
 
（５）家庭小説の主人公 
秋元ジュニア・シリーズは若草文庫の路線

をほぼ踏襲していた。アメリカ家庭小説の主
人公はしばしば孤児であり、親の抑圧が、普
通の娘より少ない。『赤毛のアン』、『ポリア
ンナ』、『少女レベッカ』、『あしながおじさん』
がこの例であり、いずれも村岡花子の翻訳が
ある。赤毛のアンのキャラクターはスーパー
ガールとシンデレラの系譜につらなる。孤児
の境遇にもかかわらず、優等生になり、教職
を得て理想のパートナーと家庭を築くとい
う成功物語は、実は日本にはなじみが少ない
19 世紀アメリカに既存のマーサ・フィンレイ
のエルシーブックスという原型があった。村
岡訳だと、マリラの言葉遣いがフラットな人
物造形になってしまって、養母マリラが愛情
深い母になるという成長のプロットがわか
りにくくなっていることは、山本史朗が指摘
している。 
またモンゴメリの『風の中のエミリー』と
『雨に歌うエミリー』の二部作は作者モンゴ
メリの自伝的要素が濃いといわれるが、カナ
ダのプリンスエドワード島の移民の、スコッ
トランド人のクランと誇りとかカトリック
教徒の低い地位など複雑な階層社会は日本
人には難解だったと思われる。 
 
（６）少女探偵シリーズ 
ナンシー・ドルーという少女探偵が主人公
のシリーズはアメリカで人気が高かったの
で、翻訳家の大久保康雄が試みに訳して、秋
元ジュニア・シリーズで初めて出した。この
原作者はシンジケート団であるが、知的で勇
敢な少女探偵は自己を投影するのに格好な
キャラクターで、日本の読者にも大好評を博
した。 
 
（７）アメリカの学園文化 
①人気作家とシリーズ 
50 年代アメリカではベティ・カヴァナ、ア
ン・エマリィ、ロザモンド・デュ・ジャーデ
ィンが、人気作家であった。いずれも知的階
級の出身で、良家のお嬢さんが主人公の学園
小説である。村岡花子は「友の会」の講演で
秋元ジュニア・シリーズの作品が家庭人を育
んでいく教育性を絶賛している。多くは姉妹
やひとりの主人公のシリーズであり、ハイス
クールや大学でボーイフレンドに出会い、デ
イトを重ね、ステディになり、卒業舞踏会の
パートナーになる。主人公はたいてい地味で
内気な存在で、対照的な性格の姉がいる。何
かをきっかけに思いがけない自分の個性を
発見することがある。概ねテーマは普通の女
の子の自己認容という課題である。父は大学
教授、母親は作家など知的階級で、娘の要求
に対してものわかりはよいが、門限と倹約の
しつけは厳しく徹底している。翻訳者のひと
り中村能三はあとがきで母親たちにも新し
い時代の娘に対する接し方は参考になるの
で読んでほしいと勧めている。「サロン」で
デイトについての問題が提起された時、在米
経験のある母親も誌上討論に参加し、日本の



若い男女にもジュニア・シリーズに描かれて
いるような健全な交際に倣ってほしいと述
べている。 
ベティ・カヴァナは最初の結婚時代のエリ
ザベス・へドレーという名前でも青春小説を
発表し、またべッツィ・アレンのペン・ネー
ムでミステリーも発表している。へドレーと
死別後、再婚したＭＩＴの学部長である夫と
共に世界を旅行し、日本も訪れ、実在の日本
人の少女をモデルにした『ジェニー・キムラ
を書いた。日系 2世の少女がアメリカの祖母
を訪ねていく物語は、ロサンジェルスの学校
推薦図書に選定され『さびしくないわ』のタ
イトルで秋元ジュニア・シリーズに入った。 
メアリー・ストールズの微妙な思春期の心
理描写は、ジュニア小説でもニューヨーク・
タイムズ文芸書評に取り上げられるほど文
学性が高い。彼女は児童文学から後のヤング
アダルトノベルまでカバーし、作家活動も長
きにわたった。 
②ステディ 
エマリィは年頃の娘を持ち、失恋の処方箋
といえるアドバイスを作品に込めている。シ
カゴ郊外に住むパット・マーロウ主人公の三
部作では、永遠の愛に憧れ、安定を求めステ
ディになるのを急ぐ子どもたちを心配する
親の気持ちが描かれている。男の子からクラ
スリングやピンを受けとることがステディ
のしるしである。だがステディになってしま
うと他の男子を知る機会がなくなる。バーナ
ビー姉妹シリーズでも大学進学を機に若い
恋人たちは別れる。女の子は卒業舞踏会まで
にパートナーを決めなければならない。本命
の男の子から誘われて、蘭のコサージュを贈
られることが女の子の夢である。だがそのよ
うな段階を踏んでステディになっても、共通
の関心や趣味がなければ、付きあっていても
飽きてくる。結婚を意識しだすと金銭感覚や
経済観念のずれも深刻な問題である。あれほ
ど切望したリングやピンが束縛でしかなく
なる。「ボーイ・クレイジー」状態にはまっ
てしまったパットは離れていく恋人の心を
つなぎとめようと、愛しているという言葉を
繰り返すのも虚しく、結局、彼女の恋は自己
愛と支配欲でしかなかった。未熟な少女たち
は精神的に自立していないから、結婚の意味
も知らず、恋人に心変わりをさせないために
尽くし、肉体を捧げようとする。（少女小説
では性的描写は排除され、キス止まりである
のだが。） 
③ソロリティ 
エマリィのバーナビー姉妹シリーズでは、 
『ソロリティ・ガール』だけが翻訳されてい
ない。アメリカ固有のこの学校文化は日本人
にはなじみがないせいか。前後の本ではソロ
リティは女子社交クラブと訳されていた。ア
メリカの女子校、女子大ではソロリティとい
う排他的特権サークルがある。ソロリティに
は、新しく加入する学生にヘイジングと呼ば
れる入会の通過儀礼が存在した。いやがらせ、

酷使、女子でも暴力行為などが行われ、新入
りはそのナンセンスな身体的精神的凌辱を
耐え抜く強さと従順さがメンバーとして期
待される。一度、入団が許可されると緊密な
先輩後輩関係が結ばれ、引きたてを受けるこ
とができる。ソロリティは、スクール・カー
ストの頂点として具体化されている。ソロリ
ティのメンバーになると、学園のスポーツの
花形選手のステディになれる確率も高まる。
新メンバーの勧誘は新学期「ラッシュ」とい
う一定の期間になされる。ジーン・バーナビ
ィはハイスクールでメンバーに勧誘され、有
頂天になるが、入団してみるとつきあいやド
レスにお金がかかり、親にせびっても聞き入
れられずバイトを増やしていくしかない。成
績は下がり趣味のコーラスもおろそかにな
りボーイフレンドともケンカしてしまい、消
耗していく。もはやソロリティのメンバーで
いることのメリットが感じられなくなり、つ
いに彼女は退団を決意し、その時はじめて、
既成の価値観から解放されて自分を取り戻
す。少女小説はこのような青年時代と学園コ
ミュニティの困難を生き抜く知恵をアメリ
カの少女たちに授けてくれたであろう。 
 ④ひと夏の経験 
日本の学校暦は春の卒業、進学で区切りが
つくが、アメリカでは学年が六月に終了する
ため、三カ月という長い夏休みが少女の成長
の節目となる。サマー・キャンプ、ユースホ
ステルを泊りながら全米旅行をするバガボ
ンド・ジャーニーなどのイベントに参加し、
初めてのアルバイトの経験が、少女の精神的
成長に大きく作用する。『すばらしき夏』、『す
てきな夏休み』、『夏の終わり』など夏に絡む
タイトルが多いゆえんである。 
⑤十七才 
「十七才」というのも、もう一つのキーワ
ードである。『十七歳』、『十七才のルーシィ』、
『十七歳の夏』『十七才のデイト』など内外
の小説のタイトルに目立っている。モーリ
ン・ディリーの『十七歳の夏』はボランティ
アによる点訳もされ、シリ－ズ終了後も文庫
版になる程に人気が高く、女学生たちの間で
原題の「セブンティーンズ・サマー」という
流行語を生んだ。ディリーがこの作品を書い
たのは大学在学中で、ベスト・セラーとなり
映画化もされ青春小説の元祖と評された。彼
女はその後ジャーナリストになり、広く海外
に取材した。 
 
（８）母親像の変遷 
 母親像に着目すると、世紀転換期から 20
世紀初頭までに書かれた家庭小説はたいて
い主人公が孤児もしくは精神的孤児で、赤毛
のアンにはマリラという代理母がいた。『若
草物語』では聖母のように理想化されたマー
チ夫人が姉妹たちの母親である。『リンバロ
ストの乙女』ではコムストック夫人は夫の死
が不貞の結果であることを知るまでは娘を
冷遇していた。アメリカの少女小説では 20



世紀前半は悪い母親はめったに描かれない。
『ステラ・ダラス』は大衆小説であったが、
映画で有名になり日本では抄訳が村岡花子
訳で『母の曲』という少女小説として紹介さ
れたが、下品で教養のない母親が娘の幸福の
ために身を引く姿は美しい母性愛だと見な
された。 
だが 1970 年代に起こった女性解放運動な
どの社会革命は児童文学にも影響が及んだ。  
秋元ジュニア・シリーズで『ママ、おこらな
いで』の著者ハイラ・コールマンの作品をと
りあげてみると、1960 年代には有能で社交的
な母親と不器用な娘との軋轢が描かれてい
たが、70 年代後半に発表された『グッバイ、
ママ』（評論社）では夫亡き後の母親の精神
的依存に苦しむ娘が主人公である。しかも母
親は娘のボーイフレンドの兄を異性として
意識する。こんな弱い母親の女の性を描いた
作品は、1970 年代以降のヤングアダルト小説
に顕著になってくる。集英社のコバルト・ブ
ックスにも含まれている。だがこのようなリ
アルな母親像は、日本とアメリカの経済格差
的環境を考えても、逆説的に 50 年代までの
理想化された母親よりもずっと精神衛生上
よいはずである。娘は母親も弱い人間に過ぎ
ないことを認め、過剰に期待するのをやめて、
自立した大人へと成長するのである。 
 
（９）現実との乖離 
エマリィの作品では結婚を急ごうとする
カップルが、駆け落ち結婚した夫婦の新居を
訪れ、荒廃した生活ぶりに幻滅し、現実に目
覚めて婚約解消する話がある。1950 年代には、
アメリカの大学では、女子学生が妊娠による
中退、早期結婚というパターンが少なくなか
ったのが現実なのに、ジュニア小説では性は
描かれていない。アメリカでは 60 年代にブ
レイクした性革命が若年層にも及んでいく
と、ジュニア小説の虚構性と物足りなさがい
よいよ明らかになり、忘れられていく。 
21 世紀の今なお読み継がれているのは、も
っぱら家庭小説と少女探偵シリーズである。
かつてのジュニア小説家たちもその後、ミス
テリーや旅行記などのジャンルに転向して
しまった。 
 
（10）ノン・フィクション 
内村直也は劇作家であるが、秋元ジュニ
ア・シリーズではいくつか翻訳を手がけ、「帆
柱」３部作を執筆した。執筆に際して誌上で
高校の校長を招いて座談会が行われ、校長た
ちの要望を聞いていた。その娘、菅原晄子は
学習院大学を中退して、アメリカの高校に留
学した。『さて、ヤジ公』は『あしながおじ
さん』の後見人あての手紙の書き出し「ディ
ア、ダディ」をもじった父親宛ての手紙形式
の留学生活の報告である。留学といえどもホ
ームステイ先の未亡人にメイド代わりにこ
き使われ、悪童に振り回される日々であった。
彼女は続いて大学に進学し、続編『気にしな

い、気にしない』も出版された。彼女の大学
の専攻がヴィオラ演奏というのは、留学して
ただ大学の講義の単位をとるためでしかな
く、特に何を勉強したいという目的はなかっ
たらしい。それは多くのアメリカの学園小説
の主人公と同様で、真面目な男の子は進学の
目的を持ち、兵役もあり、ある程度職業観も
持っているが、女の子の場合は向学心よりは
むしろ結婚までのモラトリアム、ボーイハン
トとか自分探しという程度の動機である。 
しかしもっと本気度の高い留学志望者の
ためにＡＦＳの日米交換学生の座談会も「友
の会」サロンで開催され、アメリカの学園生
活の生の体験を伝えている。そして読者から
質問状が殺到したひとりが誌上で自分が滞
在した寒村の、映画でいだいたアメリカ幻想
を打ち破るような現状を述べ、ＡＦＳ留学は
外遊ではないと訴え、自分の経験を国際親善
に生かしたいと後輩にエールをおくってい
る。シリーズは後半、アマチュア作家の作品
と共にノンフィクションが増えてくる。酒巻
洋行『ちょっと行ってくる』はアメリカ西部
の旅行記であるが、東部とはまるで雰囲気の
異なるアメリカを活写している。ルーズベル
ト大統領夫人やハリウッド女優のデビイ・レ
イノルズの回想記もある。 
 
（11）イギリスの少女小説 
 秋元ジュニア・シリーズにはイギリスの作
家の作品が入っていない。（ただし集英社コ
バルト・ブックスでは昭和 41 年、「サロンの
ページ」でエドナ・オブライエンの青春小説
が紹介されて、集英社コンパクト・ブックス
にはキングスレー賞受賞のその三部作が収
められた。）この謎はアイルランド系イギリ
ス人作家エリザベス・ボウエンによるアント
ニア・ホワイト著『五月の霜』の書評を読ん
だときに氷解した。イギリスにも「ガール
ス・オウン・ペイパーズ」などの雑誌に掲載
されたアンジェラ・ブラジルを筆頭とするお
もに寄宿舎学校を舞台とした少女向け学園
小説のシリーズが 20 世紀前半数多くあった
が、それらをボウエンは全くリアリティを欠
いているとして斬る。一方、ボウエンは「若
草文庫」にも収録されたクーリッジの「ケイ
ティ物語」やコレットの『学校のクロディー
ヌ』を少女時代に読んでいて、その価値を認
めている。 
 
（12）アメリカニズムの終焉 
ジュニア・シリーズにイギリスの作家が含
まれていないもう一つの大きな原因は戦後
のアメリカニズムの影響力の大きさである
と考えられる。テレビで 1958 年には『パパ
は何でも知っている』59 年に『うちのママは
世界一』が放映され、50 年代アメリカの理想
化されたファミリーライフのイメージが普
及した。だが 60 年代になると離婚率が増加
し、特に移民の親子間のジェネレーション・
ギャップが顕在化し、アメリカン・ファミリ



ーの幻想は破たんし、アメリカを最善とする
アメリカニズムも減速していく。 
 
（13）結び 
秋元ジュニア・シリーズ百巻目にして誌上
で編集部座談会が開催された。シリーズは総
計百五十万部売れたが、貸本屋、学校図書館、
回し読みの読者を見込んでも五百万人を越
えるといわれる。秋元ジュニア・シリーズは
戦後の若者の海外志向を支えるソフト・パワ
ーであったといえる。 
東京オリンピック開催の半年前の 1964 年
に海外渡航自由化となり、秋元ジュニア・シ
リーズのラインアップからは外国翻訳小説
は徐々に姿を消し、日本人の作家による日本
の青春小説が主流となっていった。少女向け
雑誌は学習雑誌、少女漫画、ファッション雑
誌に分化していった。 
かつてジュニア・シリーズのサロンでは、
海外人気作家の住所を掲載し、ファンレター
を奨励し、英文の文例まで掲載していた。そ
のような英語コミュニケーションの窓口は、
その後、ラジオ講座の英会話テキスト『百万
人の英語』など生きた大衆文化を多元的に伝
える他のマスメディアに役割が移っていっ
た。 
少子化の時代にあっては、少女が年代にあ
ったジュニア小説を読むことは、海外文化を
知る以上に、母親業とか家族の絆など家庭人
としての役割を学ぶためにも必要だと思わ
れる。著名人の自伝やエッセイも若い人への
メッセージ性が高い。絶版となってしまった
良書を掘り起こし、新訳を出していきたいと
考える。 
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